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環境にやさしい
植物油インキ

今月の表紙

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をCDーRに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご
　連絡ください。

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp　　　　携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html
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特集特集特集
川
の
国 

埼
玉

忍川・さきたま調
節池・酒巻導水路
が変わる…

川のまるごと
再生プロジェクト始動！
川のまるごと
再生プロジェクト始動！

あなたのそばに、いつも、ずっとあなたのそばに、いつも、ずっとあなたのそばに、いつも、ずっと P.2P.2P.2

南 河 原 石 塔 婆南 河 原 石 塔 婆南 河 原 石 塔 婆
みなみみなみみなみ ががが わらわらわら いしいしいし とうとうとう ばばば

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　観
かん

福
ぷく

寺
じ

（南
みなみ

河
か

原
わら

地
ち

内
ない

）境
けい

内
だい

の覆
おおい

屋
や

にある2基
き

の大
おお

型
がた

板
いた

碑
ひ

。こ

の板
いた

碑
ひ

は鎌
かま

倉
くら

時
じ

代
だい

中
ちゅう

期
き

に造
つく

られたもので、昭
しょう

和
わ

3年
ねん

に「南
みなみ

河
が

原
わら

石
いし

塔
とう

婆
ば

」として国
くに

の史
し

跡
せき

に指
し

定
てい

されているよ。

　板
いた

碑
ひ

は主
おも

に供
く

養
よう

塔
とう

として造
つく

られたもので、この板
いた

碑
ひ

は源
げん

氏
じ

と平
へい

氏
し

との戦
たたか

いで活
かつ

躍
やく

し、戦
せん

死
し

した「河
か

原
わら

太
た

郎
ろう

高
たか

直
なお

・次
じ

郎
ろう

忠
ただ

家
いえ

兄
きょう

弟
だい

」の供
く

養
よう

塔
とう

ではないかという言
い

い伝
つた

えもあるんだ。

　板
いた

碑
ひ

の中
なか

でも、国
くに

の史
し

跡
せき

に指
し

定
てい

されているのは全
ぜん

国
こく

的
てき

に珍
めずら

しいというから、ぜひ見
み

に来
き

てくださいね。

　 2月3日、行田八幡神社で節分祭が開催されました。「鬼は外、福は
内」という掛け声とともに、はかま姿の年男・年女や忍城おもてなし甲
冑隊が無病息災の願いが込められた福豆をまくと、参拝者らは両手を
精いっぱい伸ばして受け取っていました。

い
に
し
え
の
行
田
を
探
る

埴
輪
は
な
ぜ
立
て
ら
れ
た
の
か

は
に

わ

行田

歴
史
系
譜

12

240

　

市
内
の
古
墳
を
発
掘
調
査
す
る
と
、
し
ば
し

ば
埴
輪
が
出
土
し
ま
す
。
埴
輪
は
土
管
状
の
円

筒
埴
輪
と
、
人
、
動
物
、
武
具
、
家
な
ど
を
表

現
し
た
形
象
埴
輪
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。

一
般
的
に
は
形
象
埴
輪
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
古
墳
か
ら
出
土
す
る
埴
輪
の
大
半
は
円

筒
埴
輪
で
す
。

　

円
筒
埴
輪
は
、
古
墳
の
墳ふ

ん

裾す
そ

部
や
墳
丘
上
、

中
堤
上
、
周
溝
の
外
側
な
ど
に
、
古
墳
を
取
り

囲
む
よ
う
に
列
状
に
並
べ
て
立
て
ら
れ
る
こ
と

が
一
般
的
で
、
聖
域
を
区
画
す
る
た
め
に
立
て

ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
要
所
に
つ
ぼ

を
上
に
乗
せ
た
姿
を
表
現
し
た
朝
顔
形
円
筒
埴

輪
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
大
型
の

古
墳
に
は
大
型
で
背
丈
の
高
い
円
筒
埴
輪
が
、

小
型
の
古
墳
に
は
小
型
で
背
丈
の
低
い
円
筒
埴

輪
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
古
墳
が
築
か
れ
始
め
た
5
世
紀
後
半

の
円
筒
埴
輪
は
、
安

定
の
良
い
ず
ん
ど
う

型
の
ス
タ
イ
ル
で
し

た
が
、
時
代
が
下
る

と
と
も
に
、
下
部
を

地
中
に
埋
め
込
み
や

す
い
底
部
が
す
ぼ
ま

る
細
身
な
ス
タ
イ
ル

に
形
態
は
変
化
し
て

い
き
ま
す
。

　

形
象
埴
輪
は
、
円
筒
埴
輪
と
同
様
な
位
置
に

立
て
ら
れ
ま
す
が
、
一
部
分
に
ま
と
ま
っ
て
立

て
ら
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。
市
内
で
出
土

し
た
形
象
埴
輪
は
、
武
人
、
力
士
、
み
こ
、
琴

弾
き
、
馬
引
き
な
ど
の
人
物
埴
輪
、
馬
、
犬
、
鹿
、

水
鳥
な
ど
の
動
物
埴
輪
、
太
刀
、
靭ゆ

ぎ

、
鞆と

も

、
盾
、

甲
冑
、
き
ぬ
が
さ
、
家
な
ど
の
器
財
埴
輪
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
人
物
埴
輪
は
身
分
の
違
い
が
大

き
さ
で
表
さ
れ
て
お
り
、
身
分
の
高
い
人
物
は

背
丈
が
高
く
、
二
本
の
足
も
造
形
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
身
分
の
低
い
人
物
は
、

足
の
部
分
が
省
略
さ
れ
て
円
筒
埴
輪
と
同
様
に

筒
状
に
造
形
表
現
さ
れ
て
お
り
、
背
丈
も
低
く

な
り
ま
す
。
女
性
の
埴
輪
で
二
本
の
足
が
造
形

表
現
さ
れ
て
い
る
埴
輪
は
ま
れ
で
、
二
本
足
で

直
立
す
る
背
丈
の
高
い
埴
輪
は
存
在
し
な
い
こ

と
か
ら
、
当
時
は
相
対
的
に
男
性
上
位
の
社
会

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

形
象
埴
輪
は
、「
日
本
書
記
」
垂す

い

仁じ
ん

紀き

の
記
述

か
ら
殉
葬
の
代
わ
り
に
立
て
ら
れ
た
と
す
る
説

が
あ
り
ま
す
が
、
考
古
学
的
に
は
否
定
さ
れ
て

お
り
、
何
の
た
め
に
立
て
ら
れ
た
か
に
つ
い
て

は
い
ま
だ
に
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
団

と
な
っ
て
何
ら
か
の
場
面
を
表
現
し
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
古
墳
に
よ
っ
て
構
成
や
配
列

は
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
の
普
遍
的
な
意
味
を
見
出

す
こ
と
は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

（
文
化
財
保
護
課　

中
島
洋
一
）

女
子
人
物
埴
輪（
酒
巻
14
号
墳
）

円
筒
埴
輪（
若
小
玉
古
墳
群
）


